日本ごいた協会「認定商品」公認ガイドライン

［製品について］
（１）ごいたが遊べる製品である場合、日本ごいた協会が管理しているルールであること。
（２）製品の安全・安心を確保できる管理体制を確保しており、一定の規格等基準を設けていること。
（３）認定ロゴマーク利用する作品の著作者ないし能登ごいた保存会の社会的な信用、評価を損なわないこと。
（４）法令を遵守した表示を行い、認定ロゴマークが活用される製品であること。
（５）ごいたや能登ごいた保存会のイメージを著しく損なわないこと。
（６）公序良俗に反しないこと。
（７）他者の権利を侵害する、または侵害のおそれがないこと。
（８）能登ごいた保存会が生産者であるかのような誤解を招くおそれがないこと。
［申請にあたって］
「特に普及と保存に資するもの」については、認定料を必要としませんのでお近くの本部・支部にご相談ください。「特に普及と保存に資するもの」については、保存会および協会が独自に認可を出すことがあります。
【以下のガイドラインは、製品数が５００個以上の場合に適合します。】

［流通について］
（１）流通・販売計画が明確であり、その達成に向けた取り組みがなされていること。

［販売について］
（１）販売先や販売実績等について、公表することが可能であること。

［情報管理について］
（１）生産者において、生産履歴の点検とその情報管理が適切に行なわれること。
（２）消費者及び流通関係者等に対して、製品に係る情報をホームページ等により開示・提供できる体制が整備されていること。
（３）消費者及び取引先等からの製品に対する問い合わせ等に対し、対応窓口が設置されていること。
以上

